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１
月
１８
日
に
幕
を
開
け
た
通
常

国
会
。
現
政
権
は
地
域
主
権
の
確

立
を
「
鳩
山
内
閣
の
１
丁
目
１
番

地
」
と
位
置
付
け
る
だ
け
に
、
今

通
常
国
会
の
動
向
に
自
治
体
関
係

者
の
注
目
が
集
ま
る
。
国
会
開
幕

の
翌
週
２９
日
に
は
、
鳩
山
総
理
が

施
政
方
針
演
説
を
行
い
、
平
成
２２

年
の
抱
負
を
述
べ
た
。

鳩
山
総
理
の
演
説
は
７
本
の
柱

で
構
成
。
う
ち
地
域
主
権
の
確
立

に
つ
い
て
は
「
危
機
を
好
機
に
―

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
切
り
拓
く
―
」

と
す
る
柱
の
１
つ
と
し
て
掲
げ
、

▽
地
方
分
権
改
革
推
進
計
画
に
基

づ
く
地
方
へ
の
不
必
要
な
義
務
付

け
・
枠
付
け
の
廃
止
▽
道
路
・
河

川
等
の
維
持
管
理
費
に
係
る
直
轄

事
業
負
担
金
の
廃
止
▽
国
と
地
方

の
関
係
を
対
等
と
す
る
「
国
と
地

方
と
の
協
議
の
場
」
の
法
制
化
―

―
に
向
け
、
内
閣
の
総
力
を
傾
注

す
る
決
意
を
示
し
た
。

こ
の
ほ
か
地
域
主
権
を
支
え
る

財
源
に
つ
い
て
は
、
ひ
も
付
き
補

助
金
の
一
括
交
付
金
化
、
出
先
機

関
の
抜
本
改
革
な
ど
を
内
容
と
す

る
「
地
域
主
権
戦
略
大
綱
」
を
策

定
し
、
政
府
と
し
て
対
処
し
て
い

く
姿
勢
を
改
め
て
強
調
し
た
。

同
大
綱
の
策
定
に
向
け
て
は
、

既
に
２１
年
１１
月
１７
日
、
鳩
山
総
理

を
議
長
と
す
る
地
域
主
権
戦
略
会

議
を
立
ち
上
げ
、
取
り
組
ん
で
い

る
。
１２
月
１４
日
に
は
初
会
合
が
開

か
れ
、
同
大
綱
を
今
年
の
夏
ま
で

に
策
定
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め
た

行
程
が
示
さ
れ
て
い
る
。

地
域
主
権
戦
略
会
議
は
、
３
つ

の
観
点
か
ら
改
革
を
目
指
し
て
い

る
。規
制
面
か
ら
は
義
務
付
け
等
、

予
算
面
か
ら
は
一
括
交
付
金
等
、

法
制
面
か
ら
は
出
先
機
関
改
革
等

の
改
革
を
模
索
し
て
い
る
。

法
制
面
で
は
、
こ
の
ほ
か
地
方

政
府
基
本
法
制
定
を
目
指
し
て
い

る
。
現
行
の
地
方
自
治
法
を
抜
本

的
に
見
直
し
、
新
た
な
法
制
度
を

築
く
取
り
組
み
だ
。
審
議
の
担
い

手
は
、
１
月
１
日
に
発
足
し
た

「
地
方
行
財
政
検
討
会
議
」
。
１

月
２０
日
に
初
会
合
を
開
き
、
今
後

の
検
討
項
目
を
審
議
し
た
。

初
会
合
で
掲
げ
ら
れ
た
検
討
項

目
は
▽
基
礎
自
治
体
の
区
分
の
見

直
し
▽
大
都
市
制
度
の
あ
り
方
▽

議
会
の
あ
り
方
―
―
な
ど
。
現
行

制
度
を
根
底
か
ら
覆
す
項
目
も
含

ま
れ
る
だ
け
に
、
審
議
の
行
方
に

注
目
が
集
ま
る
と
こ
ろ
。
検
討
会

議
で
は
１１
月
ま
で
に
論
点
を
ま
と

め
、
明
年
３
月
の
通
常
国
会
へ
自

治
法
改
正
案
を
提
出
す
る
予
定
。

【
構
成
員
名
簿
】
▽
原
口
一
博
・
総
務

大
臣
（
議
長
）
▽
渡
辺
周
・
総
務
副
大

臣
▽
小
川
淳
也
・
総
務
大
臣
政
務
官
▽

逢
坂
誠
二
・
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
▽

達
増
拓
也
・
岩
手
県
知
事
▽
奥
山
恵
美

子
・
仙
台
市
長
▽
松
田
直
久
・
津
市
長

▽
横
尾
俊
彦
・
多
久
市
長
▽
寺
島
光
一

郎
・
北
海
道
乙
部
町
長
▽
金
子
万
寿
夫

・
鹿
児
島
県
議
会
議
長
▽
五
本
幸
正
・

富
山
市
議
会
議
長
▽
野
村
弘
・
長
野
県

上
松
町
議
会
議
長
▽
石
原
俊
彦
・
関
西

学
院
大
学
教
授
▽
岩
崎
美
紀
子
・
筑
波

大
学
教
授
▽
碓
井
光
明
・
明
治
大
学
教

授
▽
斎
藤
誠
・
東
京
大
学
教
授
▽
西
尾

勝
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
▽
林
宜
嗣
・

関
西
学
院
大
学
教
授

山
口
市
が
１
月
１６
日
に
、
豊
川

市
と
八
女
市
が
２
月
１
日
に
、
そ

れ
ぞ
れ
編
入
合
併
を
行
っ
た
。

各
市
の
概
要
【
山
口
市
】
１
町

を
編
入
、人
口
１９
万
５
９
８
５
人
、

面
積
１
０
２
３
・
３１
平
方
�
、議
員

定
数
４７
人（
在
任
特
例
）【
豊
川
市
】

１
町
を
編
入
、人
口
１８
万
２６
人
、面

積
１
６
０
・
６３
平
方
�
、議
員
定
数

４０
人（
定
数
特
例
）【
八
女
市
】
２

町
２
村
を
編
入
、
人
口
７
万
１
１

２
７
人
、
面
積
４
８
２
・
５３
平
方

�
、
議
員
定
数
３１
人（
定
数
特
例
）

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1750号２月５日平成22年
（2010年）

危
機
を
好
機
に

－

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
切
り
拓
く－

自
治
法
抜
本
改
正
へ

地
方
行
財
政
検
討
会
議
が
始
動

２月５日現在の市数
８０７市

うち
指定都市 １８市
中核市 ４１市
特例市 ４１市
一般市 ６８４市
特別区 ２３区

山
口
市

豊
川
市

八
女
市

編編
入入
合合
併併

鳩鳩山山総総理理がが
施施政政方方針針演演説説

第１７４回国会

施政方針演説を行う鳩山総理
（写真提供＝内閣広報室）

（１） 平成２２年２月５日 第１７５０号
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年
１
月
か
ら
始
ま
っ
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」
。
放

映
に
合
わ
せ
、
主
人
公
で
あ
る
坂

本
龍
馬
ゆ
か
り
の
地
、
高
知
と
長

崎
が
そ
れ
ぞ
れ
、
時
に
は
連
携
し

な
が
ら
、
地
域
の
魅
力
を
全
国
へ

発
信
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

高
知
は
、
い
わ
ず
と
知
れ
た
龍

馬
の
生
誕
地
。
長
崎
は
、
龍
馬
の

興
し
た
貿
易
結
社
「
亀
山
社
中
」

が
結
成
さ
れ
た
場
所
。
両
者
と
も

龍
馬
と
い
う
人
的
資
産
を
、
最
大

限
に
活
か
そ
う
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
本
紙
で
は
両
者
の
取

り
組
み
の
中
で
も
、
特
徴
的
な
面

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

ご
当
地
出
身
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

福
山
雅
治
氏
主
演
の
「
龍
馬
伝
」

が
ス
タ
ー
ト
す
る
平
成
２２
年
。
長

崎
市
で
は
今
年
を
龍
馬
イ
ヤ
ー
と

位
置
付
け
、
「
長
崎
さ
る
く
」
も

英
雄
編
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

龍
馬
を
は
じ
め
、
長
崎
で
功
績

を
残
し
た
人
物
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
る
「
長
崎
さ
る
く
英
雄
編
」
で

は
、
新
た
に
コ
ー
ス
マ
ッ
プ
も
各

種
多
彩
に
取
り
揃
え
ま
し
た
。
マ

ッ
プ
を
頼
り
に
長
崎
の
ま
ち
を
歩

け
ば
、
従
来
の
長
崎
観
光
と
は
面

持
ち
の
異
な
っ
た
歴
史
散
策
が
楽

し
め
る
よ
う
、
工
夫
が
凝
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。
▽
長
崎
歴
史
文
化
博

物
館
▽
亀
山
社
中
記
念
館
（
亀
山

社
中
跡
地
）
▽
勝
海
舟
ら
を
輩
出

し
た
海
軍
伝
習
所
跡
―
―
な
ど
の

史
跡
が
マ
ッ
プ
上
に
散
り
ば
め
ら

れ
て
お
り
、
現
地
へ
足
を
運
べ
ば

幕
末
当
時
の
時
代
に
思
い
を
馳
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

実
は
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
も

立
派
な
史
跡
で
す
。
こ
の
博
物
館

が
建
つ
敷
地
は
、
か
つ
て
長
崎
奉

行
所
館
山
役
所
が
あ
っ
た
場
所
な

の
で
す
。
建
設
時
に
は
、
奉
行
所

の
石
段
や
庭
園
な
ど
遺
構
が
出
土

し
ま
し
た
。
現
在
、
石
段
は
補
強

さ
れ
、
博
物
館
内
に
復
元
さ
れ
た

奉
行
所
の
門
側
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
崎
奉
行
所
ゾ
ー
ン
は
、
今
年

１
月
９
日
か
ら
来
年
１
月
１０
日
に

か
け
、
「
長
崎
奉
行
所
・
龍
馬
伝

館
」
と
な
り
、
大
河
ド
ラ
マ
「
龍

馬
伝
」
の
放
送
に
合
わ
せ
て
坂
本

龍
馬
の
人
物
像
や
ド
ラ
マ
の
裏
側

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
博
物
館
で
は
約
２
０
０

年
間
に
わ
た
る
長
崎
奉
行
の
判
決

記
録
「
犯
科
帳
」
を
展
示
し
て
お

り
、
法
制
史
上
の
貴
重
な
資
料
を

見
学
す
る
こ
と
が
可
能
。
坂
本
龍

馬
を
撮
影
し
た
上
野
彦
馬
の
写
真

機
も
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
一
度
は

見
て
お
く
べ
き
展
示
品
に
溢
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
博
物
館
は
、
長
崎
県
と
長

崎
市
が
予
算
と
収
蔵
品
を
出
し
合

い
、
設
立
さ
れ
た
施
設
。
指
定
管

理
者
制
度
を
用
い
、
長
崎
県
と
長

崎
市
が
運
営
と
管
理
を
民
間
企
業

へ
委
託
し
て
い
る
こ
と
も
、
自
治

体
関
係
者
に
と
っ
て
、
別
の
視
点

か
ら
興
味
を
惹
か
れ
る
ポ
イ
ン
ト

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
市
で
は
、
幕
末
期
か

ら
現
在
に
至
る
長
崎
の
歴
史
・
文

化
な
ど
を
体
感
で
き
る
「
長
崎
ま

ち
な
か
龍
馬
館
」
を
オ
ー
プ
ン
さ

せ
ま
し
た
。
多
彩
な
展
示
ブ
ー
ス

や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
フ
ロ
ア
な
ど
を

兼
ね
備
え
た
観
光
施
設
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
通
さ
る
く
の
ガ
イ
ド

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
も
機
能
し

ま
す
。
設
置
期
間
は
来
年
２
月
２８

日
ま
で
。
し
か
し
長
崎
市
で
は
、

龍
馬
観
光
を
一
過
性
で
は
終
わ
ら

せ
ず
、
新
た
な
観
光
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
育
て
て
い
く
で
し
ょ
う
。

解 説 【長崎さるく】坂本龍馬、
勝海舟、福沢諭吉など、

多くの偉人も学んだ長崎の地。長崎
のまちの魅力を堪能するには、まち
を歩くことが一番の方法だと考えた
長崎市では、平成１８年４月１日から
２１２日間にわたり「日本ではじめて
のまち歩き博覧会長崎さるく博’０６」
を開催。長崎のまちの知られざる魅
力を紹介した取り組みは、市民から
好評を呼び、終了後には継続要望の
声が多く寄せられた。観光客と長崎
市民が触れ合う、今までにない新し
いスタイルが市民の支持を得たため
だ。手応えを掴んだ長崎市は、市民
の要望に応え、１９年４月１日から「長
崎さるく」として再びスタートを切
った。
「さるく」とは、まちをぶらぶら

歩くという意味の長崎弁。「長崎さ
るく」では、特製マップ片手に自由
に歩く「遊さるく」、さるくガイド
の説明を聞きながら歩く「通さる
く」、専門家による講座や体験を通じ
更に深く探求する「学さるく」などを
長崎市では用意した。
和華蘭（わからん）まち長崎の歴

史、隠れた魅力などを堪能するには、
またとない手段といえよう。

長長
崎崎
市市
でで
のの
取取
りり
組組
みみ

長崎歴史文化博物館所蔵

【 特 集 】
アイデアで

地域活性化

長
崎
さ
る
く
は
修
学
旅
行
に
も
最
適
（
写
真
提
供＝

長
崎
市
）

第１７５０号 平成２２年２月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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坂
本
龍
馬
を
生
み
、
龍
馬
ゆ
か

り
の
人
物
で
あ
る
岩
崎
弥
太
郎
、

ジ
ョ
ン
万
次
郎
、
中
岡
慎
太
郎
ら

を
も
輩
出
し
た
地
が
高
知
。
龍
馬

イ
ヤ
ー
と
も
い
え
る
今
年
、
高
知

で
は
県
下
を
４
つ
の
エ
リ
ア
に
分

け
、
大
河
ド
ラ
マ
・
龍
馬
伝
の
舞

台
を
巡
る
「
土
佐
・
龍
馬
で
あ
い

博
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

各
エ
リ
ア
に
は
、
龍
馬
が
長
崎

で
設
立
し
た
亀
山
社
中
に
な
ぞ
ら

え
、
パ
ビ
リ
オ
ン
と
し
て
４
つ
の

社
中
を
設
置
。
安
芸
・
室
戸
周
辺

エ
リ
ア
に
は
「
安
芸
・
岩
崎
弥
太

郎
こ
こ
ろ
ざ
し
社
中
」
、
梼
原
・

須
崎
周
辺
エ
リ
ア
に
は
「
ゆ
す
は

ら
・
維
新
の
道
社
中
」
、
土
佐
清

水
・
四
万
十
周
辺
エ
リ
ア
に
は

「
土
佐
清
水
・
ジ
ョ
ン
万
次
郎
く

ろ
し
お
社
中
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
オ

ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
土
佐
・
龍
馬
で
あ
い
博

の
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
高
知
中
央

エ
リ
ア
に
は
「
高
知
・
龍
馬
ろ
ま

ん
社
中
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
土
佐

か
ら
江
戸
、
神
戸
か
ら
京
都
、
そ

し
て
長
崎
で
、
龍
馬
を
襲
っ
た
象

徴
的
な
出
来
事
を
体
感
で
き
る
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
社
中
か
ら
は
、
高
知
県
下
の

必
見
ス
ポ
ッ
ト
を
周
遊
す
る
モ
デ

ル
コ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
、
コ
ー
ス

を
辿
る
こ
と
で
歴
史
の
息
吹
に
触

れ
ら
れ
る
ほ
か
、
高
知
に
残
る
大

自
然
を
も
体
感
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

高
知
・
龍
馬
ろ
ま
ん
社
中
か
ら

出
発
す
る
モ
デ
ル
コ
ー
ス
は
、
は

り
ま
や
橋
か
ら
高
知
城
、
龍
馬
誕

生
地
、
高
知
市
立
龍
馬
の
生
ま
れ

た
町
記
念
館
、
高
知
県
立
坂
本
龍

馬
記
念
館
、
龍
馬
像
を
経
て
、
最

後
に
太
平
洋
を
臨
む
桂
浜
へ
と
至

る
ル
ー
ト
。
県
立
記
念
館
は
、
龍

馬
が
姉
の
乙
女
へ
宛
て
た
手
紙
な

ど
真
物
４
通
を
所
有
し
て
お
り
、

ま
さ
に
「
龍
馬
の
殿
堂
」
と
も
い

え
る
存
在
で
す
。

姉
へ
宛
て
た
手
紙
で
は
、
脱
藩

罪
を
許
さ
れ
、
海
援
隊
長
に
就
任

し
た
こ
と
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、
少

し
自
慢
し
て
い
る
内
容
が
記
さ
れ

て
お
り
、
龍
馬
の
愛
嬌
あ
る
一
面

を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

土
佐
・
龍
馬
で
あ
い
博
の
開
催

期
間
は
、
平
成
２３
年
１
月
１０
日
ま

で
。
一
見
の
価
値
あ
り
で
す
。

土
佐
・
龍
馬
で
あ
い
博
で
、
高

知
・
龍
馬
ろ
ま
ん
社
中
発
の
コ
ー

ス
と
し
て
登
場
す
る
「
高
知
市
立

龍
馬
の
生
ま
れ
た
ま
ち
記
念

館
」
。
龍
馬
誕
生
の
地
、
高
知
市

上
町
に
立
地
す
る
施
設
で
す
。

記
念
館
で
は
、
龍
馬
が
生
ま
れ

育
っ
た
上
町
の
歴
史
や
文
化
、
龍

馬
を
育
て
た
家
族
ら
に
つ
い
て
、

模
型
や
映
像
な
ど
を
駆
使
し
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
龍
馬
が
生

ま
れ
て
か
ら
脱
藩
す
る
ま
で
の
、

様
々
な
場
面
を
体
験
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
施
設
の
特
徴
は
、
こ

の
記
念
館
が
約
１
５
０
人
の
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
拠
点
で

あ
り
、
「
土
佐
っ
歩
」
の
拠
点
と

な
っ
て
い
る
こ
と
。
土
佐
っ
歩
と

は
、
龍
馬
の
生
ま
れ
た
ま
ち
歩
き

の
こ
と
で
、
現
在
は
▽
龍
馬
誕
生

コ
ー
ス
▽
大
政
奉
還
コ
ー
ス
▽
龍

馬
と
仲
間
達
コ
ー
ス
―
―
な
ど
６

コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

記
念
館
周
辺
に
多
く
存
在
す
る
幕

末
・
明
治
時
代
の
史
跡
に
つ
い

て
、
ガ
イ
ド
が
観
光
客
ら
へ
低
額

な
料
金
で
案
内
し
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
を
務
め
る
皆
さ
ん
は
、

素
人
な
が
ら
研
修
の
成
果
も
あ
る

た
め
、
歴
史
や
史
実
の
知
識
が
豊

富
。
そ
れ
で
い
て
地
元
の
穴
場
や

普
段
着
の
会
話
な
ど
、
プ
ロ
に
は

な
い
持
ち
味
が
魅
力
で
す
。

ま
た
、
こ
の
記
念
館
は
建
築
作

品
と
し
て
も
評
価
が
高
く
、（
社
）

公
共
建
築
協
会
が
国
土
交
通
省
や

全
国
知
事
会
、
全
国
市
長
会
、
全

国
町
村
会
の
後
援
で
実
施
し
て
い

る
「
公
共
建
築
賞
」
に
お
い
て
、

平
成
２０
年
に
第
１１
回
公
共
建
築
賞

優
秀
賞
に
輝
い
て
い
ま
す
。

ま
っ
こ
と
よ
う
来
た
ね
え
―
―

記
念
館
を
訪
れ
る
と
龍
馬
の
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。
時
代
の
英
雄

は
今
も
な
お
、
地
元
へ
の
協
力
を

惜
し
む
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

高高
知知
市市
独独
自自
のの
取取
りり
組組
みみ

高高
知知
県県
下下
のの
取取
りり
組組
みみ

【特 集 】
アイデアで

地域活性化

桂
浜
か
ら
太
平
洋
の
か
な
た
を
見
据
え
る
龍
馬
像（
写
真
提
供＝

高
知
市
）

（３） 平成２２年２月５日 第１７５０号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
仲
道
俊
寿
・
大
分

市
議
会
議
長
）
は
１
月
２８
日
、
東

京
・
全
国
都
市
会
館
で
正
副
会
長

・
監
事
・
相
談
役
会
議
を
開
き
、

２２
年
度
の
運
動
方
針
案
や
予
算
案

を
了
承
す
る
と
と
も
に
、
２
月
２３

日
開
催
の
総
会
へ
提
出
す
る
決
議

案
を
ま
と
め
た
。

高
速
自
動
車
国
道
は
、
広
域
救

急
医
療
及
び
災
害
時
の
緊
急
輸
送

な
ど
に
資
す
る
極
め
て
重
要
な
社

会
基
盤
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
一

日
も
早
い
整
備
完
了
が
待
た
れ

る
。
し
か
し
、
高
規
格
幹
線
道
路

網
１
万
４
０
０
０
�
の
供
用
率
は

依
然
と
し
て
６
割
台
に
す
ぎ
ず
、

現
下
の
厳
し
い
経
済
情
勢
及
び
公

共
事
業
政
策
な
ど
に
よ
り
、
地
方

圏
に
お
け
る
高
速
道
路
の
建
設
は

更
な
る
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
決
議
で
は
、
高
速
道

路
は
未
開
通
区
間
（
ミ
ッ
シ
ン
グ

リ
ン
グ
）
が
解
消
さ
れ
て
こ
そ
、

そ
の
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
す
る

も
の
で
あ
る
と
し
て
▽
地
域
高
規

格
道
路
の
整
備
促
進
の
た
め
の
予

算
確
保
▽
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
グ
の

整
備
促
進
に
必
要
な
財
源
の
優
先

配
分
―
―
な
ど
を
掲
げ
、
高
速
道

路
建
設
の
促
進
を
求
め
て
い
る
。

▼
議
長

▽
米
原

音
居
友
三（
１１
・
１
）

▽
湯
沢

伊
藤
祐
悦（
１１
・
２
）

▽
村
山

柴
田
好
美（
１１
・
２
）

▽
朝
来

木
村
圭
介（
１１
・
２
）

▽
甲
賀

伴

資
男（
１１
・
４
）

▽
浜
田

牛
尾
博
美（
１１
・
４
）

▽
鶴
岡

川
村
正
志（
１１
・
５
）

▽
東
近
江

寺
村
茂
和（
１１
・
５
）

▽
安
来

梅
林

守（
１１
・
５
）

▽
南
国

浜
田
幸
男（
１１
・
５
）

▽
南
魚
沼

若
井
達
男（
１１
・
６
）

▽
安
曇
野

藤
原
廣
�（
１１
・
６
）

▽
野
洲

鈴
木
市
朗（
１１
・
６
）

▽
葛
城

下
村
正
樹（
１１
・
９
）

▽
横
手

石
山
米
男（
１１
・
１０
）

▽
能
美

�
木
雅
宣（
１１
・
１０
）

▽
志
摩

森

昶（
１１
・
１０
）

▽
七
尾

大
林
吉
正（
１１
・
１１
）

▽
加
賀

上
出
栄
雄（
１１
・
１１
）

▽
亀
山

水
野
雪
男（
１１
・
１１
）

▽
湖
南

福
島
清
彦（
１１
・
１１
）

▽
江
田
島

上
田

正（
１１
・
１１
）

▽
由
布

渕
野
け
さ
子（
１１
・
１２
）

▽
由
利
本
荘
渡
部

功（
１１
・
１３
）

▽
海
老
名

鈴
木
惣
太（
１１
・
１３
）

▽
牧
之
原

田
村
兼
夫（
１１
・
１３
）

▽
岡
崎

野
村
康
治（
１１
・
１３
）

▽
泉
南

堀
口
武
視（
１１
・
１３
）

▽
南
あ
わ
じ
川
上

命（
１１
・
１６
）

▽
玉
名

竹
下
幸
治（
１１
・
１６
）

▽
酒
田

富
樫
幸
宏（
１１
・
１７
）

▽
豊
岡

岡

満
夫（
１１
・
１７
）

▽
岩
国

桑
原
敏
幸（
１１
・
１７
）

▽
平
戸

竹
山
俊
郎（
１１
・
１７
）

▽
�
飾

舟
坂
ち
か
お（
１１
・
１８
）

▽
東
大
阪

冨
山
勝
成（
１１
・
１９
）

▽
高
岡

盤
若
進
二（
１１
・
２０
）

▽
韮
崎

一
木
長
博（
１１
・
２０
）

▽
新
城

荒
川
修
吉（
１１
・
２０
）

▽
い
ち
き
串
木
野

竹
之
内

勉（
１１
・
２０
）

▼
副
議
長

▽
米
原

松
宮
信
幸（
１１
・
１
）

▽
湯
沢

由
利
昌
司（
１１
・
２
）

▽
村
山

秋
葉
新
一（
１１
・
２
）

▽
朝
来

能
見
勇
八
郎（
１１
・
２
）

▽
五
泉

後
藤

寛（
１１
・
４
）

▽
甲
賀

白
坂
萬
里
子（
１１
・
４
）

▽
浜
田

川
神
裕
司（
１１
・
４
）

▽
鶴
岡

渋
谷
耕
一（
１１
・
５
）

▽
東
近
江

澤
田
康
弘（
１１
・
５
）

▽
安
来

金
山
満
輝（
１１
・
５
）

▽
南
国

野
村
新
作（
１１
・
５
）

▽
南
魚
沼

阿
部
久
夫（
１１
・
６
）

▽
安
曇
野

丸
山
祐
之（
１１
・
６
）

▽
野
洲

立
入
三
千
男（
１１
・
６
）

▽
葛
城

吉
村
優
子（
１１
・
９
）

▽
横
手

塩
田

勉（
１１
・
１０
）

▽
能
美

青
山
利
明（
１１
・
１０
）

▽
志
摩

小
河
光
昭（
１１
・
１０
）

▽
七
尾

石
川
邦
彦（
１１
・
１１
）

▽
加
賀

�
辻
伸
行（
１１
・
１１
）

▽
亀
山

宮
村
和
典（
１１
・
１１
）

▽
湖
南

伊
地
智
良
雄（
１１
・
１１
）

▽
江
田
島

新
家
勇
二（
１１
・
１１
）

▽
由
布

佐
藤
人
已（
１１
・
１２
）

▽
由
利
本
荘土

田
与
七
郎（
１１
・
１３
）

▽
海
老
名

志
村
憲
一（
１１
・
１３
）

▽
牧
之
原

名
波
富
幸（
１１
・
１３
）

▽
岡
崎

米
村
賢
一（
１１
・
１３
）

▽
泉
南

木
下
豊
和（
１１
・
１３
）

▽
南
あ
わ
じ
小
島

一（
１１
・
１６
）

▽
玉
名

多
田
隈
保
宏（
１１
・
１６
）

▽
酒
田

本
多

茂（
１１
・
１７
）

▽
豊
岡

野
口
逸
敏（
１１
・
１７
）

▽
岩
国

渡

�
弘（
１１
・
１７
）

▽
平
戸

松
山
定
夫（
１１
・
１７
）

▽
�
飾
黒
柳
じ
ょ
う
じ（
１１
・
１８
）

▽
東
大
阪

松
平

要（
１１
・
１９
）

▽
高
岡

荒
木
泰
行（
１１
・
２０
）

▽
韮
崎

藤
嶋
英
毅（
１１
・
２０
）

▽
新
城

菊
地
勝
昭（
１１
・
２０
）

▽
い
ち
き
串
木
野

中
里
純
人（
１１
・
２０
）

▼
事
務
局
長

▽
鶴
岡

齋
藤
和
也（
１１
・
９
）

財団法人東京市政調査会は「地球温暖化！自治体はどう応える
か」と題して、第２５回「都市問題」公開講座を下記の日程で開催
します。
温室効果ガスを２０２０年までに１９９０年比で２５％削減する目標を新
政権が掲げ、地球温暖化対策への関心が高まっています。そのよ
うな中、温室効果ガス削減のコストばかりがとりあげられるが、
かつて日本の製造業は石油ショック後の省エネをバネに技術革新
をとげてきました。つまり、この危機は同時にチャンスでもある
のです。また、一次産品や自然を生かした事業、風力発電や太陽
光発電などの新規産業の活性化は、地方再生の有効な起爆剤にも
なり得るでしょう。
低炭素社会への転換期において各自治体が講ずるべき、地球温
暖化防止策について考えていきます。
◇基調講演
浅岡 美恵 氏 （NPO法人気候ネットワーク代表・弁護士）
◇パネルディスカッション
飯島 博 氏 （NPO法人アサザ基金 代表理事）
窪田 亜矢 氏 （東京大学大学院工学系研究科 准教授）
駒宮 博男 氏 （NPO法人地域再生機構 理事長）
鈴木 重男 氏 （岩手県葛巻町長）
五石 敬路 氏 （東京市政調査会 主任研究員）＜司会＞

記
◆日 時：平成２２年３月６日（土）１３：３０～１６：３０
◆場 所：日本プレスセンター １０階ホール
◆参 加 費：無料
◆参加申込：東京市政調査会ホームページから

(http : //www.timr.or.jp)
◆申込期限：平成２２年２月２６日（金）※満席となり次第受付終了
◆問 合 せ：東京市政調査会研究室 TEL：０３―３５９１―１２６１

総
会
決
議
案
ま
と
め
る

高
速
協
議
会
が
役
員
会
開
催

議議
会会
人人
事事

（財）東京市政調査会

第２５回『都市問題』公開講座

地球温暖化！自治体はどう応えるか

あいさつする仲道高速協会長（大分市）

第１７５０号 平成２２年２月５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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